
 

12月24日（金）に、徳島県小松島市立目佐児童館において、子

供たちを対象とした「森林環境教育」を行いました。 

今年度も当初、新型コロナウイルスの影響により開催が危ぶまれ

ていましたが、コロナの状況が落ち着いた期間に開催することがで

き、今年度５回目を開催することができました。 

はじめに、自然を大切にする気持ちを持ってもらう事を目的とし

て、草木の冬芽が春にむけて準備をしている様子の絵本「ふゆめが

っしょうだん」のお話を聞いてもらいました。 

その後、子供たちが楽しみにしていた「木工制作（クリスマスツ

リー）」では、それぞれに木の枝や木の実、端材を上手に組み合わ

せながら、思い思いのクリスマスツリーを作っていました。 

徳島署では、今後もこのような森林環境教育を通じ、森林環境へ

の理解を深めるきっかけとなる取組を行ってまいります。 
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11 月 19 日（金）、徳島県三好市東祖谷落合 深渕山国有林 80
林班において、「令和３年度 森林作業道再利用現地検討会」を、
徳島県、三好市、三好地区の林業事業体、四国森林管理局・徳島署
から 26 名の参加により開催しました。 

まず、署長の開会挨拶に続き、総括森林整備官より今回の検討会
の開催趣旨及び現地の概況説明を行った後、既設の路網を移動しな
がら、各ポイントで現在の状況を参加者に確認してもらい、評価す
べき点や問題点、作設状況の説明などを行いました。 

その後、意見交換会において参加者からは、「路網はフラットの
方が作業効率は良い」「林業機械が大型化しているので幅員は 3m
が望ましい」また、「路網は水切りが大変重要である」などの意見
が出され有意義な検討会となりました。 

徳島署では、林業の成長産業化に向けて、技術の向上・普及に努
めてまいります。 


